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1 はじめに 

1.1 本文書の概要 

 本文書は、Microsoft® Windows 上の Microsoft® Visual Studio® による統合開発環境(IDE)で使

用する PGI Visual Fortran® コンパイラ（以下、「PVF」と言う。）を導入する際の Microsoft® Visual 

Studio の事前準備に関する留意点(特に日本語環境の作成に関すること)を述べたものです。 

1.2 PVF ソフトウェアのプロダクト・ファミリと Visual Studio 

 PGI Visual Fortran のリリース 7.2 以降、以下の二つの PVF プロダクト・ファミリを提供します。

各製品は、Microsoft Visual Studio の特定のバージョンに統合できます。PVF のソフトウェア・ライ

センスは、お持ちの Visual Studio の環境に応じて以下の二つの製品のどちらでも利用可能なものと

なっております。 

● PGI Visual Fortran 2005(PVF2005) 

本製品は、Microsoft Visual Studio 2005 (VS 2005)の Standard edition（有償）以上の製品に統

合し、使用できます。Microsoft Visual Studio 2005 の express edition には統合できません。

PVF2005 では、必ず、Visual Studio 2005 Standard Edition (日本語版)を予め購入し、ご用意し

ていただく必要があります。 

● PGI Visual Fortran 2008(PVF2008) 

● PGI Visual Fortran 2010(PVF2010) 【Visual Studio 2010 は、PVF 10.6 以降で対応】 

本製品は、Microsoft Visual Studio 2008/2010 (VS 2008/2010) shell (Integrated mode：無償)、

あるいは、Microsoft Visual Studio 2008 Standard edition（有償）以上、Visual Studio 2010 

Professional 以上の製品に統合し、使用できます。Microsoft Visual Studio 2008/2010 の express 

edition には統合できません。 

予め、上記の Visual Studio 2008/2010（shell モードも可能）を導入して、日本語環境で使用で

きるように準備しておく必要があります。 

1.3 PVF ソフトウェアの種類 

 PVF ソフトウェアは、使用している Windows の 32 ビットあるいは 64 ビットの種別、並びに使用す

る Visual Studio の種別により、インストール時に使用する PVF ソフトウェアのファイル名が異なっ

ております。以下のファイル名の表示の xxx は、リビジョン番号となります。対応するソフトウェア・

ファイルを弊社からダウンロードしてください。 

PVF ソフトウェアのファイル名称 

 
32 ビット Windows 64-ビット Windows 

PGI Visual Fortran 2010 pgivf-vs2010-xxx.exe pgivfx64-vs2010-xxx.exe 

PGI Visual Fortran 2008  pgivf-vs2008-xxx.exe pgivfx64-vs2008-xxx.exe 

PGI Visual Fortran 2005  pgivf-vs2005-xxx.exe pgivfx64-vs2005-xxx.exe 

1.4 Microsoft Visual Studio の日本語化について 

 PGI 社が提供する、上記 1.3 で述べた PVF ソフトウェアは、全て英語版となっておりますが、開

発のハンドリングを行う統合開発環境自体（Visual Studio の操作メニュー、メッセージ等）を日

本語モードで使用することができれば操作性の大きな問題はありません。英語版である PVF ソフト

ウェアは、日本語版の Visual Studio のソフトウェアに統合することが可能で、開発環境における
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操作は日本語のモードで行うことができます。 

 統合開発環境 Visual Studio のメニュー表示、メッセージ系を「日本語」環境にするためには、

Visual Studio 2005/2008/2010 自体を予め日本語環境で実装しておく必要があります。その一つの

方法として、有償にて Visual Studio (2005,2008)の Standard Edition あるいは Visual Studio 2010 

professional 版（日本語版）を購入し、PVF ソフトウェアをインストールする前にシステム実装し

ておくことです。これにより Visual Studio のインストール時にその日本語環境も自動的にインス

トールされますので、日本語の Visual Studio 統合開発環境が構築され、その上で PGI コンパイラ

を利用できます。 

 一方、マイクロソフト社は、Visual Studio 2008 製品体系から言語パッケージを含まない「無償」

の統合開発環境ユーティリティのシェル（外殻）を提供するようになりました。PGI Fortran 言語

開発環境のみを使用するような場合、有償の Visual Studio 2008/2010 を購入しなくても、Visual 

Studio 2008/2010 shell（再頒布版）の日本語統合開発環境を使用して、PGI Fortran 言語を Visual 

Studio にアドオンする形態で Fortran 言語開発環境を構築できます。本書では、日本語モードで

Visual Studio 2008/2010 shell 統合開発環境を構築する方法に関して詳しく述べます。 

 以上、Visual Studio の日本語使用環境は、以下のように大別されます。 

 Visual Studio (2005,2008,2010)の有償版（日本語版）を購入し、予め実装しておくことにより、

Visual Studio のハンドリングは日本語モードで可能となります。Visual Studio 2005 を使用する

場合はこの方法しかありません。 

 PVF2008/2010 ソフトウェアを利用する場合は、無償の Visual Studio 2008/2010 shell 統合開発

環境の利用できますが、この場合は、PVF2008/2010 のインストール前に、予め、日本語の Visual 

Studio 2008 shell あるいは 2010 shell 環境を構築しておく必要があります。 

1.5 Visual Studio 2008/2010 の Standard Edition（有償）と Shell(無償)環境の違い 

 有償の Visual Studio 2008/2010 の有償版と Visual Studio 2008/2010 shell（無償、再頒布版）

の統合開発環境は、そのメニューや使用時のインタフェースは全く同じです。したがって、PGI 

Visual Fortran 言語だけのコンパイル、実行、デバッグ等の作業であれば、全く同じ形態で使用で

きます。 

 この二つのソフトウェアの大きな違いは、複数の言語パッケージを使用できるかできないかの違

いです。Standard（Professional）Edition（有償）は、同じ統合開発環境ウィンドウの中で、VC++

等の複数の言語をアドオン可能であり、同じ「プロジェクト内」で複数の言語を同時にハンドリン

グできます。特に、Fortran と Visual C++の混成プログラムの開発は、Standard/Professional 

Edition 上でなければできません。一方、Visual Studio 2008 shell は、一つの特定の言語パッケ

ージのみの開発環境を想定していますので、Fortran 言語の開発のみである場合は、無償の Visual 

Studio 2008/2010 shell 上で使用することができます。以上の点を留意して、Visual Studio 

2008/2010 ユーティリティの使用選択を行って下さい。 

 以降の章では、日本語モードで使用できる Visual Studio環境を構築するための Microsoft Visual 

Studio 関連のソフトウェアの導入方法について説明します。 

2 Visual Studio 2005/2008/2010（有償版）を使用する場合 

 この章は、有償の Microsoft(R) Visual Studio 2005/2008/2010 有償版を用意できる場合の Visual 

Studio の構築について述べたものです。有償版の環境がない場合は、3 章をお読みください。 

2.1 Microsoft Visual Studio の日本語環境と PVF のインストール 

Visual Studio 2005/2008/2010 の Standard Edition を事前にインストールすることによって、

自動的に「日本語モード」の Visual Studio の統合開発環境がセットされます。なお、Visual Studio

のシステム実装は、PVF ソフトウェアをインストールする前に、必ず、行っていただく必要があり
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ます。従って、ソフトウェアにインストールする順番は、以下の通りとなります。 

(1) Visual Studio 2005/2008 の Standard、2010 Professional 以上をインストール 

(2) PVF 2005/2008/2010 をインストール 

 

2.2 Microsoft Visual Studio のインストール 

 PGI Visual Fortran 2005 の場合は、これをインストールする前に、Visual Studio 2005 Standard 

Edition（日本語版）がシステム上にインストールされていることが必要です。このソフトウェアが

インストールされていない場合、PGI Visual Fortran 2005 のインストール手続きは、最初のフェ

ーズでエラーメッセージを表示し停止します。 

 PGI Visual Fortran 2008/2010 をインストールする場合、予め Visual Studio 2008 Standard 

Edition あるいは、Visual Studio 2010 Professional 以上（日本語版）がシステムに実装されてい

なければ、PVF のインストールは失敗します。 

 Visual Studio 2005/2008/2010 をインストールした 64 ビットの Windows(R) システム上では、

Visual Studio 2005/2008/2010 の 32 ビットモジュールだけではなく、64 ビット対応のモジュール

もインストールされている必要があります。一般に、Visual Studio の 64 ビット対応のモジュール

は、64 ビットの Windows(R) システムを認識して、インストール時に自動的にインストールされま

す。 

2.3 Microsoft Visual Studio のサービスパック 

● Visual Studio 2010 使用の場合 

MS-MPI 動作における必要とするサービスパックは、ありません。 

● Visual Studio 2008 使用の場合 

 Visual Studio 2008 サービスパック 1(SP1)がリリースされておりますが、これを適用しなくても

PVF2008 は動作します。但し、PVF 9.0 以降追加された PVF2008 において MS-MPI を利用する場合は、

必ず SP1 の実装が必要です。Visual Studio のバージョンを確認するには、「ヘルプ」メニューの中

の「バージョン情報」のダイアログを開くとことで確認できます。もし、VS2008 SP1 が実装されて

いれば、以下のようなバージョン表示がされます。 

Microsoft Visual Studio 2008 Professional Edition -ENV Service Pack 1 (KB945140) 

 さらに、MS-MPI の機能を使用するには、Visual Studio 2008 に以下のパッチの適用が必要です。

MS-MPI の使用をしない場合は必要有りません。これらのパッチは、VS2008 SP1 のインストール後

に行って下さい。 

KB960075 –  http://code.msdn.microsoft.com/KB960075 

KB971932 –  http://code.msdn.microsoft.com/KB971932 

● Visual Studio 2005 使用の場合 

Microsoft Windows Vista 上の Visual Studio 2005 には、Visual Studio Service Pack 1 並

びに Service Pack 1 Update for Vista のインストールが必要です。その他の Windows では、 

Visual Studio Service Pack 1 をインストールしても、しなくても構いません。 

2.4 Microsoft MS-MPI のインストール（MS-MPI を使用する場合のみ） 

Microsoft 社の MS-MPI ライブラリを使用して MPI プログラムを開発する場合は、Microsoft MS-MPI 

の SDK をインストールして下さい。マイクロソフト社のサイトから、Microsoft HPC Pack 2008 SDK 

SP1（無償）のソフトウェアを入手しインストールして下さい。 

http://code.msdn.microsoft.com/KB960075�
http://code.msdn.microsoft.com/KB971932�
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・HPC Pack 2008 SDK with Service Pack 1 (SP1) 

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=3FE15731-B1B6-42DE-B278-5CCD4

6C0863B&displaylang=en 

・HPC Pack 2008 SDK Fix for Threads Leaking from Session.CreateSession - 日本語 (上記の Service 

Pack 1 に含まれていますので SP1 が実装されている場合は必要ありません) 

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=ef3070dc-9825-4c28-ab82-46926

94f5a24&DisplayLang=ja 

 

2.5 Microsoft(R) Visual Studio 2005/2008/2010 有償 Edition の初回起動 

 PVF パッケージをインストールした後、Visual Studio 2005/2008/2010 統合環境上で使用する際

には、「Visual Studio 2005/2008/2010」を起動する必要があります。あるいは、Windows の「スタ

ート」->「すべてのプログラム(P)」->「PGI Visual Fortran 2005/2008/2010 

」 ->「 PGI Visual Fortran 2005/2008/2010」を選択して起動しても、同様な Visual Studio 

2005/2008/2010 の画面が現れます。 

 Visual Studio 2005/2008/2010 を初めて起動した際、以下のような画面が表示されます。Visual 

Studio の開発作業環境のデフォルトを指定するものですが、これは、「全般的な開発設定」を選ん

で Visual Studio の開始を行ってください。 

 

 

Visual Studio 2010 Professional Edition の例 

3 Visual Studio 2008 Shell（無償）を使用する場合 

3.1 Visual Studio 2008 Shell (integrated mode)の日本語環境構築 

 Visual Studio 2008 Shell を日本語モードで使用するためには、マイクロソフト社の Visual 

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=3FE15731-B1B6-42DE-B278-5CCD46C0863B&displaylang=en�
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=3FE15731-B1B6-42DE-B278-5CCD46C0863B&displaylang=en�
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=ef3070dc-9825-4c28-ab82-4692694f5a24&DisplayLang=ja�
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=ef3070dc-9825-4c28-ab82-4692694f5a24&DisplayLang=ja�
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Studio 2008 Shell や.NET Framework 等のパッケージ並びに日本語モジュールを PVF のインストー

ルする前に予め実装しておく必要があります。以下のマイクロソフト社のパッケージをダウンロー

ドし、以下に示す順番にインストールしてください。全ての Visual Studio 関連のパッケージがイ

ンストールされた後に、PVF2008 のインストールを行います。 

 

Microsoft .NET Framework 3.5  

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=333325FD-AE52-4E35-B531-508D977

D32A6&displaylang=ja 

.NET Framework 3.5 完全な再頒布可能パッケージをダウンロードして、インストールすることをお

勧めします。このインストールは、多少、時間が掛かります。このインストールで過去の.NET 

Framework 2.0 SP1、3.0SP1 も同時に実装されます。 

 

Microsoft .NET Framework 3.5 日本語 Language Pack 

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyId=C78987B9-97F4-455F-BEE7-F6BFA4A

D774E&displaylang=ja 

これは、.NET Frameworkの日本語のパッケージです。Windows32ビットあるいは 64ビットに応じて、

ファイルが異なります。 

・dotnetfx35langpack_x64ja.exe （64 ビット用） 

・dotnetfx35langpack_x86ja.exe  （32 ビット用） 

 

上記のファイルをインストールして、すでに日本語パックが実装されている旨のメッセージが出た

場合は、念のため「修復」項目を選択して実行してください。 

この時点で、「コントロールパネル」「プログラムの追加と削除」（Vista では、「プログラムと機

能」）で、.NET パッケージの実装状態を調べると以下のような状況（Windows XP の場合）となって

います。 

 

 

Visual Studio 2008 Shell (integrated mode) Service Pack 1 再頒布可能パッケージのインストー

ル 

http://www.microsoft.com/DOWNLOADS/details.aspx?familyid=2E9A8C35-EB3D-43EB-9122-A5EC195CD

7BB&displaylang=ja 

Visual Studio 2008 Shell (integrated mode) は、Visual Studio 内でツールやプログラミング言語

を統合するためのベース環境を提供します。セットアップ用ファイルをダウンロードして、実行しま

す。必ず、PVF9.0 以降では、Service Pack 1 をご利用下さい。 

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=333325FD-AE52-4E35-B531-508D977D32A6&displaylang=ja�
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=333325FD-AE52-4E35-B531-508D977D32A6&displaylang=ja�
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyId=C78987B9-97F4-455F-BEE7-F6BFA4AD774E&displaylang=ja�
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyId=C78987B9-97F4-455F-BEE7-F6BFA4AD774E&displaylang=ja�
http://www.microsoft.com/DOWNLOADS/details.aspx?familyid=2E9A8C35-EB3D-43EB-9122-A5EC195CD7BB&displaylang=ja�
http://www.microsoft.com/DOWNLOADS/details.aspx?familyid=2E9A8C35-EB3D-43EB-9122-A5EC195CD7BB&displaylang=ja�
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この実行が終了すると、C:\VS 2008 Shell Redist\Integrated Mode 配下（一例）に「再頒布可能パ

ッケージのバイナリ」がインストールされます。 

次に、C:\VS 2008 Shell Redist\Integrated Mode へ移動し、その中に、vside.jpn.exe がありますの

で、これをダブルクリックして、Visual Studio 2008 Shell (integrated mode)本体をインストール

します。ファイルが展開されると、インストールのためのウイザードが現れますので、これに従いイ

ンストールを続け、終了します。 

この時点で、「コントロールパネル」「プログラムの追加と削除」でインストール済みのパッケージ

を見ると、以下の枠内のパッケージが追加されているはずです。 

 

 

Visual Studio 2008 Service Pack 1 リモート デバッガのインストール 

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=440ec902-3260-4cdc-b11a-6a9070a2a

aab&DisplayLang=ja 

 

Windows 32 ビットあるいは 64 ビットに応じて、ファイルが異なります。このファイルをダブルクリ

ックして実行して、インストールしてください。 

・rdbgsetup_x64.exe (64 ビット用) 

・rdbgsetup_x86.exe（32 ビット用） 

この時点で、「コントロールパネル」「プログラムの追加と削除」でインストール済みのパッケージ

を見ると、以下の枠内のパッケージが追加されているはずです。 

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=440ec902-3260-4cdc-b11a-6a9070a2aaab&DisplayLang=ja�
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=440ec902-3260-4cdc-b11a-6a9070a2aaab&DisplayLang=ja�
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以上の作業で、Visual Studio 2008 shell Integrated mode の日本語環境が構築されます。 

Windows のプログラムメニューには、「Microsoft Visual Studio 2008」という項目が追加されてい

るはずです。これを選択し実行すると、Visual Studio 2008 shell の統合開発環境のウィンドウ画

面が現れます。 

 

3.2 Visual Studio のサービスパック 

● Visual Studio 2008 shell 使用の場合 

Visual Studio 2008 Shell (integrated mode) Service Pack 1 を上記の作業で実装して下さ

い。Visual Studio のバージョンを確認するには、「ヘルプ」メニューの中の「バージョン情報」

のダイアログを開くとことで確認できます。もし、VS2008 SP1 が実装されていれば、以下のよう

な KB945140 バージョン表示がされます。 

Microsoft Visual Studio 2008 ***** Service Pack 1 (KB945140) 

さらに、MS-MPI の機能を使用するには、Visual Studio 2008 shell に以下のパッチの適用が必要

です。MS-MPI の使用をしない場合は必要有りません。これらのパッチは、VS2008 SP1 のインス

トール後に行って下さい。  

KB960075 –  http://code.msdn.microsoft.com/KB960075 

KB971932 –  http://code.msdn.microsoft.com/KB971932 

【Microsoft MS-MPI のインストール】 

Microsoft MS-MPI の SDK 機能は、別途、マイクロソフト社より、Microsoft HPC Pack 2008 SDK 

SP1 のソフトウェアをインストールして下さい。 

・HPC Pack 2008 SDK SP1 

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=3FE15731-B1B6-42DE-B278-5CCD4

6C0863B&displaylang=en 

 

・HPC Pack 2008 SDK Fix for Threads Leaking from Session.CreateSession - 日本語 (上記

の Service Pack 1 に含まれていますので SP1 が実装されている場合は必要ありません) 

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=ef3070dc-9825-4c28-ab82-46926

94f5a24&DisplayLang=ja 

 

3.3 PVF 2008 のインストール 

上記で述べた Visual Studio 2008 shell の日本語環境の実装が終了した後、PVF2008 のインスト

ールを実行してください。この日本語対応の Visual Studio 2008 shell 統合環境の中に PGI Fortran

言語パッケージがアドオンされます。 

http://code.msdn.microsoft.com/KB960075�
http://code.msdn.microsoft.com/KB971932�
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=3FE15731-B1B6-42DE-B278-5CCD46C0863B&displaylang=en�
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=3FE15731-B1B6-42DE-B278-5CCD46C0863B&displaylang=en�
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=ef3070dc-9825-4c28-ab82-4692694f5a24&DisplayLang=ja�
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=ef3070dc-9825-4c28-ab82-4692694f5a24&DisplayLang=ja�
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PVF 8.0 のインストール中に以下のようなエラーメッセージ（一例）がある場合がますが、これは

無視して下さい。問題はありません。PVF 9.0 のインストールでは、以下のメッセージは出ません。 

DeleteDir(C:\Program Files\PGI\win64\C\pvf) failed in 

InstallPVF Compilers 

DeleteFile(“C:\Program Files\PGI\win64\8.0-1\pvf\pgivfx64-ct.exe”) 
failed because the specified file was not found. 

４ Visual Studio 2010 Shell（無償）を使用する場合 

 Visual Studio 2010 Shell を日本語モードで使用するためには、マイクロソフト社の Visual 

Studio 2010 Shell や.NET Framework 等のパッケージ、日本語モジュールを予め実装しておく必要

があります。以下のマイクロソフト社のパッケージをダウンロードし、Visual Studio 2010 Shell

をインストールしてください。その後、PVF2008 のインストールを行います。 

4.1 Visual Studio 2010 Shell (integrated mode)のダウンロード 

Microsoft Visual Studio 2010 Shell (Integrated) 再頒布可能パッケージを以下の URL ページ

から VSIntShell.exe と言うファイルをダウンロードします。 

 

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=8e5aa7b6-8436-43f0-b778-00c3b

ca733d3&displayLang=ja 

 

このページに記載されている「サポートされているオペレーティング システム」を確認し、

Windows(R) に必要なサービスパックが実装されているかどうかを確認してください。 

4.2 Visual Studio 2010 Shell (integrated mode)のインストール 

Microsoft Visual Studio 2010 Shell (Integrated) 再頒布可能パッケージは、.NET Framework 4

のパッケージ（日本語）も同時にインストールするようになっていますので、VSIntShell.exe のイ

ンストール実行で、PVF と Visual Studio 2010 Shell を動作させるためのソフトウェアを実装する

ことができます。インストールは、以下のウイザード画面から開始されます。 

 

 

 その後、ライセンス条項の提示があり、これを許諾すると実際のソフトウェア実装が開始され

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=8e5aa7b6-8436-43f0-b778-00c3bca733d3&displayLang=ja�
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=8e5aa7b6-8436-43f0-b778-00c3bca733d3&displayLang=ja�
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ます。 

 

 

ソフトウェアの実装が終了しますと、ウイザード終了画面が出て、Visual Studio 2010 shell ソフ

トウェア実装は終了します。その他に、マイクロソフト社のソフトウェアの実装の必要はありません。 

4.3 PVF 2010 ンストール 

上記で述べた Visual Studio 2008 shell の日本語環境の実装が終了した後、PVF 2010 のインス

トールを実行してください。この日本語対応の Visual Studio 2010 shell 統合環境の中に PGI 

Fortran 言語パッケージがアドオンされます。 

インストール時の最後のフェーズで、以下のようなエラーメッセージが出る場合があります。こ

れは、問題ありませんので、無視して結構です。 

 

DeleteDir(C:\Program Files\PGI\win64\C\pvf) failed in 

InstallPVF Compilers 

DeleteFile(“C:\Program Files\PGI\win64\10.9\pgivfx64-ct.exe”) 
failed because the specified file was not found. 

 

 

以 上 


	1　はじめに
	1.1　本文書の概要
	1.2　PVFソフトウェアのプロダクト・ファミリとVisual Studio
	1.3　PVFソフトウェアの種類
	1.4　Microsoft Visual Studioの日本語化について
	1.5　Visual Studio 2008/2010のStandard Edition（有償）とShell(無償)環境の違い

	2　Visual Studio 2005/2008/2010（有償版）を使用する場合
	2.1　Microsoft Visual Studioの日本語環境とPVFのインストール
	2.2　Microsoft Visual Studioのインストール
	2.3　Microsoft Visual Studioのサービスパック
	2.4　Microsoft MS-MPIのインストール（MS-MPIを使用する場合のみ）
	2.5　Microsoft(R) Visual Studio 2005/2008/2010 有償Editionの初回起動

	3　Visual Studio 2008 Shell（無償）を使用する場合
	3.1　Visual Studio 2008 Shell (integrated mode)の日本語環境構築
	3.2　Visual Studioのサービスパック
	3.3　PVF 2008のインストール

	４　Visual Studio 2010 Shell（無償）を使用する場合
	4.1　Visual Studio 2010 Shell (integrated mode)のダウンロード
	4.2　Visual Studio 2010 Shell (integrated mode)のインストール
	4.3　PVF 2010ンストール



<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Error

  /CompatibilityLevel 1.4

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /CMYK

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments true

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages true

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages true

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages true

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /CreateJDFFile false

  /Description <<



    /BGR <>

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>

    /CZE <>

    /DAN <>

    /DEU <>

    /ESP <>

    /ETI <>

    /FRA <>

    /GRE <>



    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)

    /HUN <>

    /ITA <>

    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>

    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /LTH <>

    /LVI <>

    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)

    /NOR <>

    /POL <>

    /PTB <>

    /RUM <>

    /RUS <>

    /SKY <>

    /SLV <>

    /SUO <>

    /SVE <>

    /TUR <>

    /UKR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)

  >>

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /ConvertColors /ConvertToCMYK

      /DestinationProfileName ()

      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks false

      /IncludeHyperlinks false

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles false

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [2400 2400]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice



